
本誌掲載記事の転載、複写・複製（デジタル化含む）を
当協議会の許諾なく行うことを禁じます。
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ま
た
、
生
産
性
分
析
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
「
日
本
の
労
働
生
産
性
の
動
向

２
０
２
４
」
か
ら
み
る
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
分
析
し
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
会
員
な
ら
び
に
ご
関
係

各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支

援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
「
エ
シ
カ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る
価
値
共
創
」
で
す
。
当

誌
で
は
、
「
価
値
共
創
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
技
術
革
新
や
企
業
と
顧
客
の
関

係
性
、
組
織
力
な
ど
に
注
目
し
、
多
角

的
に
取
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
「
エ
シ
カ
ル
」
に
焦
点
を
当

て
、
提
供
す
る
側
で
あ
る
事
業
者
と

受
け
手
で
あ
る
消
費
者
が
信
頼
関
係

を
深
め
な
が
ら
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

R
e
p
o
r
t 

J
C
S
I
で
は
、

J
C
S
I
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に

顧
客
満
足
14
年
連
続
第
1
位
の
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
コ
ス
モ
ス
の
強
み
を

読
み
解
き
ま
す
。

「つくる立場」と「つかう立場」がつながる

エシカルアクションによる
価値共創

「つくる立場」と「つかう立場」がつながる「つくる立場」と「つかう立場」がつながる

エシカルアクションエシカルアクションによるによる
価値共創価値共創
倫理的配慮を重視する経営や消費活動を社会の中で共に連鎖させ、自分倫理的配慮を重視する経営や消費活動を社会の中で共に連鎖させ、自分
たちの日々の行動によって、日本全体を少しずつ良いものにしていこうとたちの日々の行動によって、日本全体を少しずつ良いものにしていこうと
する「エシカルアクション」について、事例を交えて紹介します。「エする「エシカルアクション」について、事例を交えて紹介します。「エ
シカルアクション」 は、「つくる立場」と「つかう立場」 がつながってシカルアクション」 は、「つくる立場」と「つかう立場」 がつながって
行われる取り組みであり、価値共創のサービスといえます。行われる取り組みであり、価値共創のサービスといえます。

　

エ
シ
カ
ル
と
は
、
英
語
の
名
詞

ethic

（
倫
理
／
道
徳
）
の
形
容
詞
だ
が
、

今
日
的
な
エ
シ
カ
ル
と
は
、
環
境
問
題

か
ら
人
権
、
動
物
福
祉
等
、
多
義
的
な

新
し
い
価
値
観
と
し
て
流
布
し
て
い
る
。

　

特
に
環
境
問
題
は
最
初
に
着
手
さ
れ

た
テ
ー
マ
だ
。
大
気
汚
染
や
地
球
温
暖

化
が
深
刻
化
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
動
き

が
強
ま
っ
た
。
環
境
へ
の
意
識
に
次
い

で
、
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
課

題
が
挙
が
り
、
そ
の
後
、
関
心
は
動
物

福
祉
に
も
広
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
世

間
の
意
識
の
変
化
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
だ
け
で
な
く
人
権
や
動
物
福
祉
も

幅
広
く
内
包
す
る
エ
シ
カ
ル
に
と
っ
て

追
い
風
と
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
割
合
も
、
現
在
、
世

界
全
体
で
40
％
を
超
え
、
エ
シ
カ
ル
経

営
が
企
業
に
と
っ
て
も
重
要
な
位
置
を

占
め
て
き
て
い
る
。
ま
た
、「
エ
シ
カ
ル

消
費
」
と
呼
ば
れ
る
買
い
物
は
、
消
費

エ
シ
カ
ル
の
意
味
と
そ
の
広
が
り

者
が
応
援
し
た
い
企
業
や
事
業
者
へ
の

投
票
行
為
と
い
え
る
。

　

日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
で
は
、

２
０
２
１
年
に
「
Ｊ
Ｅ
Ｉ
エ
シ
カ
ル
基

準
」（
以
下
、
エ
シ
カ
ル
基
準
）
を
策
定

し
た
。
エ
シ
カ
ル
基
準
は
、「
環
境
・
人

権
・
消
費
者
・
動
物
福
祉
・
情
報
開
示
・

地
域
貢
献
・
適
正
経
営
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
」

の
８
つ
の
大
項
目
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
４

～
７
項
目
の
課
題
が
あ
り
、
全
体
で
43

の
中
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
中
項
目

は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
主
要
な

課
題
や
配
慮
項
目
と
な
っ
て
お
り
、
Ｓ
、

Ａ
＋
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
６
レ
ベ
ル

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
企
業
は
情

報
開
示
が
遅
れ
て
い
る
。
倫
理
的
な
活

動
も
情
報
開
示
し
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
ず

評
価
さ
れ
な
い
。
企
業
や
事
業
者
自
ら

自
己
診
断
し
、
立
ち
位
置
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
少
し
ず
つ
前
進
し
て
も
ら
う

事
業
者
自
ら
自
己
診
断
で
き
る
基
準

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し

い
。

　

昨
今
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
重
要

な
課
題
と
と
ら
え
、
エ
シ
カ
ル
基
準
に

は
、
企
業
や
事
業
者
が
地
域
社
会
と
循

環
を
促
す
よ
う
な
存
在
と
な
る
よ
う
に

項
目
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

エ
シ
カ
ル
は
新
た
な
活
力
を
促
す
大
き

な
力
に
な
り
、
こ
の
動
き
が
社
会
で
連

鎖
す
れ
ば
、
日
本
全
体
の
推
進
力
に
な

る
と
信
じ
て
い
る
。

（
生
産
性
新
聞
２
０
２
４
年
９
月
５
日
号
掲
載
の

生
駒
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
も
と
に
編
集
）

エ
シ
カ
ル
は
新
た
な
活
力
を
促
す

エ
シ
カ
ル
と
は

～
消
費
者
・
事
業
者
の
双
方
に
欠
か
せ
な
い
価
値
観
～

『
58
人
の
未
来
を
考
え
る
エ
シ
カ
ル
経
営
の
専
門
家
が
書
い
た
エ
シ
カ
ル

バ
イ
ブ
ル
』（
２
０
２
４
年
６
月
、
生
産
性
出
版
刊
）
の
著
者
の
一
人
で
あ

る
、
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
代
表
理
事
・
会
長
の
生
駒
芳
子
氏
に
聞

い
た
。

日本エシカル推進協議会 
代表理事・会長

生駒 芳子氏
ファッションジャーナリスト、伝統工
芸ブランドＨＩＲＵＭＥプロデューサー。
ＶＯＧＵＥ、ＥＬＬＥを経て2004年より
marie claireの編集長を務め、独立。
消費者庁・サステナブルファッションサ
ポーター、文化庁文化審議会文化経済
部会委員。

▲『エシカルバイブル』では、
エシカル基準を詳しく解説
している
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